
３学期の学校生活について          生徒指導主事  城戸 正剛 

「一年の計は元旦にあり」という言葉を一度は聞いたことがあると思います。「ものごとを始めるに当たり、計画を

最初にしっかり定めておくべきだ」という意味を示す戒めの言葉であり、「一年の最も初めの時間に、その一年全体

の計画をしっかり立てることが、ものごとを成就するには大切だ」と説いている言葉でもあります。 

中学生にとって、３学期は新年度に向けての準備期間（０学期）とも言えま

す。津幡中学校では具体的に以下４点に取り組みます。 

①時間を守る ②あいさつ ③思いやりの言動 ④清掃の徹底  

これらが満たされることで安心・安全・清潔な環境で

過ごすことができると思います。さらによい学校生活を送

るにあたり、「規範意識の向上」が必要だと思いま

す。「僕ら（私ら）くらい別に・・・」という安易な言動が安心・安全な環境を崩すきっかけになりま

す。今月の集会では、なぜ、ルールを守らなければいけないのか？ということについて話しまし

た。ルールをみんなが守ることで次の 4点が実現することができます。 

①秩序を保ち、平和な環境になる             ②信頼される人間になれる  

③身の安全を守り社会に出る準備            ④円滑な人間関係の形成 

 

０学期（準備期間）スタートの取組 

ルールの徹底と授業規律に関しての取組を短期間（強化日を設定）で行います。 

○第 1弾  朝の登校時間（1/11～1/1７） 

まずは、学校生活のリズムに身体を戻します。朝起きて、学校に来る。当たり前のことですが、

“遅刻をしない“ように時間に余裕をもって登校しましょう。 

８時０５分から１年生は、朝読書・朝学習があります。２年生は、講座学習がスタートします。 

＊８時０５分には、学習を開始できるような環境・雰囲気を全員で作りましょう。 

○第 2弾  授業規律（1/1８～1/２０） 

授業終始の挨拶に焦点を絞って取り組みます。会長の号令で“起立”“礼（始めます・終わります）”“着席・解散”

を行います。落ち着かない雰囲気で授業を行うのではなく、挨拶を通して「今から授業をするんだ」という気持ちの

切り替えを大事にしましょう。 

 

 目標達成に必要なこととは？      研究主任  鶴山 達也 

  2023 年兎年がスタートしました。何を始めるにも年明けはと

てもよいチャンスです。本日の学活でも全学年で今年１年の目

標を書いてもらいました。今年は、１年生は先輩、２年生は受験

生、３年生は新しいステージでの挑戦が始まる年です。 

しかし大切なのは理想を掲げることではなく、その実現に向けて

どんなプロセスを計画し、どのように実行していくかです。 

今月の集会では

【人間の意識は弱い】というテーマで話をしました。『〇時

間勉強しよう』『毎朝〇時に起きよう』と意識だけを変える

のではなく、【そうせざるを得ない環境を作る】ことが大切

です。その環境は自分一人で整えることができるものもあ

れば、家族の協力なしでは整えることが難しいものもある

と思います。ぜひ意識＋環境で、理想へ大きく Jump して

いきましょう。 


